
北陸の植物 Vol.2 No.4表紙・目次

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2022-02-28

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 北陸の植物の会

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/2297/00065333URL
This work is licensed under a Creative Commons
Attribution-NonCommercial-ShareAlike 3.0
International License.

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/


• 

Vol-ll No. 4 October 1953 

北 陸 の 植 物
The Hokuriku Journal of Bot皿 yPublished Quaternary 

by Prof. G. Masa・nune 

第二巻第四号 昭和二十八年十月発行

（通巻第 8 号）

北陸の植物の会発行

目 次 Contents 

今堀宏三 ： 石川県産輪淡類の沿革及び特異性(][) 神谷平 ： フウ

セソモの分枝性について 正宗厳敬 ： 固有について（皿） 倉田悟 ・

中村武久： 北陸のオオキヨズミシダ 寺下友三郎 ： 奥能登の植物 Cm:)

細井幸兵衛： 三陸地方のコゾウナカセ、ムコナカセ 斎藤芳夫 ： 赤根

川上流に於ける羊歯相 森邦謬 ：飛品フロラに新たに追加すべき植物名

cm:)下沢伊八郎：石川県植物ノート 第二巻 （昭和28年）著者名索引

Author Index Vol』 (1953)

、......．．．．.．．．．．．．．,..．..,．．.................................................、・....................................

今堀宏三※ 石川県産輪藻類の沿革及び特異'r生 け[)
Kozo lm:.i.hori : History and Re1mirks of 

Charoph炉t-fi叫 inIsiku,w,1 Pref eetu;-e (][） 

3)植物地理的に見た本県のフロラ

元来顕花植物においては、北陸地方が南方系及び北方系植物の交錯する地帯として注目

されて来ているが、同様のことがこの類についても云えるようである。もつとも本植物群

の日本内における分布状況は、顕花植物の場合程十分には調査してないので、結論を求め

ることは、或は不適当でないかと思われるが、筆者の調査し得た限りでは第3表の如く特

に南方系のものが多く、中でも本県を北限としているものが実に本県フロラの20％を占め

る6種にも及入でいることは、甚だ興昧深い。これ等のものを更に詳細にのべる。

まず N.ftagellifera, Gr. & Al]．チンビンフラスモは最初インドのガンジス河流域で

1927年採集されて後全然記録されていない珍品であるが、筆者はこれを京都郊外、富山県

時光町及び石川県古尾市郊外の三ケ所で採集することが出来た。その形態では、稔性副枝
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